
 

団 体 名  凸凹キッズ 

活動分野  子どもの健全育成/保健・医療・福祉/社会教育 

活動目的  
きょうだい児、非定型発達児への安心・安全な遊び場の提供。
母親への心理的ケア。非定型発達児とその家族と触れ合う学
生ボランティアへのキャリア支援。 

活動内容  

非定型発達児ときょうだい児が普段は難しい体験（川遊び、花
火、BBQ、海水浴、野外キャンプの遊び）を実現する。学生ボ
ランティアの力を借り、家族が安心して楽しめる、あたたかい
見守りの目を補う。 

所  在  - 

電話番号  - 

メ ー ル  decokyoudaisan0512@gmail.com 

代 表 者  須藤 奈奈 

会 員 数  3人 

設 立 年  2024年 

野々市市市民活動センター登録日  2024年 6月 18日 

活 動 日  月 1回（第 3日曜日※日程変更あり） 

会    費  無 

連 絡 先 

担 当 者  堀田 真弓 

住  所  
白山市倉光 1 丁目 250 番地金城大学公衆衛生看護学

専攻科 

電話番号  076-218-9685 

メ ー ル  horita@kinjo.ac.jp 

団体基本情報 



活動実績 

 
【障害児世帯、学生、支援者に生じた変化】 

① 非定型発達児：自閉症児の 1人は、海でのスイカ割りには

参加しなかったが、自宅で「スイカ！」と口にした母を驚

かせた。言葉では表出出来ない知的障害児のこころに、楽

しい思い出として深く刻まれた事が拝察された。 

② きょうだい児：ヤングケアラー化が懸念されるきょうだい

児にも大きな変化が見られた。年の近い大学生からたっぷ

りと愛情を注がれ、満面の笑みを見せてくれた。 

③ 母親：当初不安を表出していた母は、海では水着を着て我

が子と海に飛び込み笑顔を見せてくれた。児の母親の育児

における自己効力感は支えによって回復し、「何か出来る

事はありますか？」と他者に配慮する様子がみられた。 

④ 学生：最初は視線の合わない自閉症児に戸惑うも、支援を

必要とする障がい児の母に関心を寄せた。自身が生きてい

る社会に、支えを必要とする人々がいる事を知り、あたた

かい関心が寄せられた。 

⑤ 運営スタッフ：１月の活動が無い事での喪失感の訴えがあ

った。支える事で支えられる、福祉の構造を運営スタッフ

自らが体験をもって知った事例である。 

 

【北陸きょうだい会との共同企画の実現】 

きょうだい児の研究を行う北陸学院大学教育学部 幼児教育

学科 松本理沙准教授ときょうだい児の支援に対する思いを

分かち合い、2025年 3月 1日に北陸きょうだい会スタッフ、

凸凹キッズ運営スタッフとの共同企画が実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年６月 23日あめるんパーク金沢 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年８月４日徳光海岸海水浴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年３月１日北陸きょうだい会×凸凹キッズ 

 



 

 


